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(57)【要約】

【課題】  カーボンナノチューブを含む構造体を、他の

構造体と安定に接合する。

【解決手段】  高分子１１９とカーボンナノチューブ１

０５とを分散媒に分散させ、ラングミュアトラフ中の下

層液の液面上に展開し、カーボンナノチューブの側面に

高分子が巻回し、被覆したカーボンナノチューブ構造体

１３１を得る。カーボンナノチューブ構造体１３１を基

板１６１に付着させ、高分子１１９の側鎖にリガンド１

６９を固定化する。また、他のカーボンナノチューブ構

造体１３１にレセプター１６７を固定化し、レセプター

１６７およびリガンド１６９の特異的相互作用によって

基板１６１上のカーボンナノチューブ構造体１３１と連

結させる。

─────────────────────────

【産業上の利用分野】本発明は、カーボンナノチューブ

を含む接合体に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

  カーボンナノチューブおよびその側面を被覆する高分

子からなる層を含むカーボンナノチューブ構造体と、該

カーボンナノチューブ構造体と接合する他の構造体とを

有することを特徴とする接合体。

【請求項２】

  カーボンナノチューブおよびその側面に巻回された高

分子を含むカーボンナノチューブ構造体と、該カーボン

ナノチューブ構造体と接合する他の構造体とを有するこ

とを特徴とする接合体。
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【請求項３】

  請求項１または２に記載の接合体において、前記カー

ボンナノチューブ構造体と前記他の構造体とが、前記高

分子を介して接合していることを特徴とする接合体。

【請求項４】

  請求項３に記載の接合体において、前記高分子と前記

他の構造体との間に、これらと接合する接合材を有する

ことを特徴とする接合体。

【請求項５】

 10 請求項４に記載の接合体において、前記接合材は、特

異的相互作用を有する一組の分子を含むことを特徴とす

る接合体。

【請求項６】

  請求項５に記載の接合体において、特異的相互作用を

有する前記一組の分子は、リガンドとレセプターの組み

合わせ、または、抗原と抗体の組み合わせを含むことを

特徴とする接合体。

【請求項７】

  請求項１乃至６いずれかに記載の接合体において、前

記 20高分子はポリペプチドを含むことを特徴とする接合

体。

【請求項８】

  請求項１乃至７いずれかに記載の接合体において、前

記他の構造体は、基材であることを特徴とする接合体。

【請求項９】

  請求項１乃至８いずれかに記載の接合体において、前

記他の構造体は、金属膜であることを特徴とする接合

体。

【請求項１０】

  請求項１乃至７いずれかに記載の接合体において、前

記他の構造体は、カーボンナノチューブを含むことを特

徴とする接合体。

【請求項１１】

  請求項１０に記載の接合体において、前記カーボンナ

ノチューブ構造体と接合した前記他の構造体に含まれる

前記カーボンナノチューブは、その側面を被覆する高分

子からなる層を有することを特徴とする接合体。

【請求項１２】

  請求項１０に記載の接合体において、前記カーボンナ

ノチューブ構造体と接合した前記他の構造体に含まれる

前記カーボンナノチューブは、その側面に高分子が巻回

された構造を有することを特徴とする接合体。

【図面の簡単な説明】

【０１５７】

【図１】実施の形態に係る接合体を示す図である。

【図２】実施の形態に係るカーボンナノチューブ構造体

の製造方法を説明するための図である。

【図３】実施の形態に係るカーボンナノチューブ構造体

とカーボンナノチューブとをリガンドおよびレセプター

を 30介して連結させる方法を説明する断面図である。

【図４】実施の形態に係るカーボンナノチューブ構造体

とカーボンナノチューブとをリガンドおよびレセプター

を介して連結させる方法を説明する断面図である。

【図５】実施の形態に係るカーボンナノチューブ構造体

とカーボンナノチューブとをリガンドおよびレセプター

を介して連結させる方法を説明する断面図である。

【図６】実施の形態に係る接合体を示す斜視図である。

【図７】実施の形態に係る接合体を示す図である。

【図８】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体の製

造 40方法を説明するための図である。

【図９】実施例のカーボンナノチューブ構造体を示すＡ

ＦＭ写真である。

【図１０】実施例のカーボンナノチューブ構造体を示す

ＡＦＭ写真である。

【図１１】実施例のカーボンナノチューブを示すＡＦＭ

写真である。

【図１２】実施の形態に係る単一電子トランジスタの概

略構造を示す図である。

【図１３】実施の形態に係るナノキャパシタの断面図で

あ 50る。

【図１４】図１３のキャパシタと、これに電力を供給す

る配線を備える構造体の概略図である。

【図１５】実施の形態に係るカーボンナノチューブ構造

体の製造手順を説明する図である。

【図１６】実施例に係る単層カーボンナノチューブ構造

体のＡＦＭ像を示す図である。

【図１７】実施例に係る単層カーボンナノチューブ構造

体のＴＥＭ像を示す図である。

【図１８】実施例に係る多層カーボンナノチューブ構造

体のＡＦＭ像を示す図である。

【図１９】実施例に係る多層カーボンナノチューブ構造

体のＴＥＭ像を示す図である。

【図２０】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体転

写面のアビジン化前準備手順を説明する図である。

【図２１】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体転

写面のアビジン化前準備手順を説明する図である。

【図２２】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体転

写面のアビジン化の手順を説明する図である。

【図２３】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体転

写面のアビジン化の手順を説明する図である。

【図２４】実施例に係るカーボンナノチューブ構造体転

写面のアビジン化後の蛍光顕微鏡像を示す図である。

【符号の説明】

【０１５８】

  １０１  バクテリオロドプシン、  １０３  分散媒、

  １０５  カーボンナノチューブ、  １０７  分散液、

  １０９  シリンジ、  １１１  下層液、  １１３  ラ

ングミュアトラフ、  １１５  変性バクテリオロドプシ
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ン、  １１７  カーボンナノチューブ構造体、  １１９

  高分子、  １２１  分散媒、  １２３  分散液、  １

２５  下層液、  １２７  可動式バリア、  １３１  カ

ーボンナノチューブ構造体、  １６１  基板、  １６３

  緩衝液、  １６５  ノズル、  １６７  レセプター、

  １６９  リガンド、  １７１  抗体、  １７３  抗

原、  １７５  アビジン、  １７７  ビオチン、  １７

９  金、  １８０  分散媒、  １８１  分散媒、  １８

３  分散液、  １８５  分散液、  ２００  単一電子ト

ラ 10ンジスタ、  ２０２  シリコン基板、  ２０４  ソー

ス電極、  ２０６  ドレイン電極、  ２０８  ゲート電

極、  ２１０  接合材、  ２５０  構造体、  ２５１  

第一電極、  ２５２  第二電極、  ２５４  カーボンナ

ノチューブ、  ２５５  高分子、  ２５６  カーボンナ

ノチューブ構造体、  ２６０  シリコン基板、  ２６２

  カーボンナノチューブ、  ２６３  高分子、  ２６４

  カーボンナノチューブ構造体、  ２７１  スライドガ

ラス、  ２７３  カーボンナノチューブ構造体転写面、

  ２７５  スペーサ、  ２７７  カバーガラス、  ２７

９  ＭＷＣＮＴ、  ２８１  リジン残基、  ２８３  ビ

オチン、  ２８５  アビジン。 

【図１】 【図２】

【図４】 【図５】

【図３】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１３】

【図１０】 【図１２】

【図１４】 【図１５】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図１１】

【図１６】 【図２４】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２３】
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